
 

1 

島根県立図書館運営方針及び活動計画（第２次）概要について 

 

 

１ 趣旨 

島根県立図書館では、県民一人ひとりのニーズに応じた情報提供の拠点となる図

書館の活用が進むよう、教育、文化、産業など多様化するニーズに対応した情報提

供や、様々な地域の課題に対応したサービスの提供の充実を図り、社会教育の推進

に努めている。 

図書館法第７条の２に基づく「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（文部

科学省告示）で示された基本的運営方針及び事業計画に相当するものとして、今後

５年間にわたる図書館サービスの基本的な考え方や施策の方向性を定めた計画を策

定した。 

 

２ 策定の経過 

   令和５年８月  第１回島根県立図書館協議会において協議 

       ７月  利用者及び市町村図書館アンケート等の実施（～９月） 

       10月  第２回島根県立図書館協議会において協議 

       12月  パブリックコメントの実施（12/15～1/16） 

   令和６年３月  第３回島根県立図書館協議会において協議 

           運営方針及び活動計画（第２次）の策定 

島根県教育委員会会議において報告 

 

３ 運営方針及び活動計画〔平成 31～令和５年度〕における主な成果と課題 

新型コロナウイルス感染症の影響でレファレンス受付件数や研修会、講座等の 

参加者数などは目標達成できないものもあったが、以下の点では成果がみられた。 

⑴  主な成果 

・ 遠隔地に住む利用者への図書貸出サービスの利用増加 

・ 市町村図書館職員、学校司書資質向上のため対象の研修による人材育成 

・ 新図書館情報システムによる横断検索利用の増加 

⑵  主な課題 

・ 市町村図書館等とのさらなる連携強化や支援 

・ 多様な利用者に対応したサービスの提供 

・ 子どもの読書活動の推進 

・ 知の拠点としての調査・研究の支援 
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４ 運営方針及び活動計画（第２次）の基本的な考え方 

⑴  計画期間 

   令和６年度から 10 年度までの５年間 

⑵  基本理念 

県民一人ひとりが個性を発揮し社会の一員として自立する「人づくり」と、心

豊かに暮らせる活力ある「地域づくり」に資する「知の拠点」 

⑶  ４つの目標 

①  県内の図書館との連携と協力の推進 

②  県民や地域の課題解決に役立つサービスの提供 

③  子どもの読書活動の推進 

④  知の拠点として調査・研究の支援 

 

５ 運営方針及び活動計画（第２次）における取組の方向性と具体的な施策 

⑴ 取組の方向性 

①  県内図書館との連携と協力の推進 

・ 市町村図書館等の職員の資質向上のための支援や資料支援 

・ 県内関係機関との連携の強化 

②  県民や地域の課題解決に役立つサービスの提供 

・ 多様な利用者に対応したサービスの提供 

・ 仕事や暮らしの課題解決に役立つ情報や学びの機会の提供 

・ 情報発信の強化 

③  子どもの読書活動の推進 

・ 子どもの読書活動に関わる大人（保護者、読書ボランティア等）への支援 

・ 子どもの発達段階に応じた保育所、幼稚園、学校等への支援 

・ 子どもへの読書普及 

④  知の拠点として調査・研究を支援 

・ レファレンス機能の強化と県立図書館の役割に応じた資料の充実 

・ 郷土資料の収集、保存、提供及び情報発信 

・ 博物館、大学等の専門機関との連携 

⑵ 重点的に取り組む具体的な事項 

・  市町村図書館等職員、学校司書、読書ボランティア等のスキルアップを目

的とした研修の実施 

・  多様な利用者への読書機会の提供のため、バリアフリー図書をはじめとし

た資料の充実や非来館でも受けられる図書館サービスの拡充 

・  市町村における読書普及への取組に対する支援や調査・研究の支援となる

図書情報の提供、図書館サービスに関する広報の充実 
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６ 数値目標 

  達成を目指す水準として、令和 10 年度の数値目標を下記のとおり設定 

 

 

①

② 5年後に10％増加

③ 平成30年度実績4.81冊

④ 毎年10％増加

⑤
大活字・点字・LL・DAISY
の貸出冊数
毎年３％増加

⑥
トップページ閲覧数、
毎年3％増加

⑦
図書リスト、書評などHPや
新聞等による情報提供

⑧
学校司書研修、専門研
修、出前研修の満足度

⑨

⑩
事例、調べ方マニュアル、
特別コレクションの公開数

⑪ 毎年5点公開

⑫
出版物やｗｅｂメディア等
への掲載、テレビでの放
映、展覧会への出展等

　蔵書冊数（館内用） 701,383冊 711,682冊 10,299

　個人貸出冊数（来館・郵送） 250,626冊 337,213冊 86,587

　受入冊数 23,210冊 13,824冊 ▲9,386

備　考

　入館者数 175,884人 212,738人 36,854

郷土資料の掲載・放映・出展件数 58件 毎年40件以上

参　考　指　標
前年度

令和３年度
現状

令和４年度
前年度比

⑷ 知の拠点と
して調査・研究
を支援します

レファレンス受付件数 7,198件/年
毎年10,000件

以上

レファレンス協同データベースでの情
報公開件数

43件
（累計1,276件）

毎年50件以上

しまねデジタル百科でのデジタル化資
料公開点数

０点
（累計210点）

毎年5点以上

⑶ 子どもの読
書活動を推進し
ます

子どもの本に関する情報提供件数 12件 毎年15件以上

学校司書等を対象にした研修会に対す
る図書館職員の満足度（５段階評価）

― 平均４以上

⑵ 県民や地域
の課題解決に役
立つサービスを
提供します

遠隔地利用者図書貸出サービス
（絵本バッグを含む)の利用件数

893 件/年 1,600件

バリアフリー資料貸出冊数 3,271冊/年 3,900冊

ホームページアクセス数 199,485件/年 238,000件

⑴ 県内の図書
館との連携と協
力を推進します

相互貸借（協力貸出）冊数 9,934冊/年
毎年11,000冊

以上

横断検索による検索数 116,826件/年 128,500件

県内公共図書館の県民一人あたりの
個人貸出冊数

4.18冊
（2,720,807冊/
650,900人）

毎年4.8冊以上

目　標 指　　標

数　値　目　標

備　考現状
令和４年度

目標
令和10年度
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７ 体系図 

 

①市町村図書館等への支援
ア 図書館職員の資質向上に関わる支援
イ 資料支援
ウ 情報提供、情報交換

②県内の関係機関との連携強化
ア 学校や社会教育など関係機関との連携
イ 島根県公共図書館協議会、島根県図書館
協会との連携・協力

①多様な利用者に対応したサービスの提供
ア 来館が困難な利用者へのサービスの推進
イ 障がいのある方へのサービスの充実
ウ 多文化サービスの推進

②仕事や暮らしの課題解決支援

③図書館の魅力を伝える
ア 多様な図書館活用
イ 情報発信の強化

①子どもの読書活動に関わる大人への支援
ア 家庭や地域における読書の普及・啓発
イ 読書ボランティアとの連携

②子どもの発達段階に応じた保育所、幼稚園、
学校等への支援

③子どもへの読書普及

①調査・研究の支援
ア レファレンス機能の強化
イ 県立図書館の役割に応じた資料の収集、充実
ウ 行政機関への支援

②郷土の歴史・文化を伝える
ア 郷土資料の収集、保存
イ 郷土資料の提供、情報発信

③専門機関との連携
ア 資料の貸借、調査協力
イ Webやデジタル技術を活用した連携、資料
公開

令和6年度（2024年度）～令和10年度（2028年度）

基本理念 県民一人ひとりが個性を発揮し社会の一員として自立する「人づくり」と、
心豊かに暮らせる活力ある「地域づくり」に資する「知の拠点」

計画期間

⑴ 県内の図
書館との連携
と協力を推進
します

⑵ 県民や地
域の課題解決
に役立つサー
ビスを提供
します

⑶ 子どもの
読書活動を
推進します

⑷ 知の拠点
として調査・
研究を支援
します

取

組

の

方

向

性

取組の方向性４つの目標 具体的な施策

・搬送事業による資
料の提供

・市町村図書館等の
職員を対象にした
研修の実施

・関係機関との読書
普及事業

・非来館による図書
館サービスの提供

・サピエ図書館等の
活用に向けた検討

・ＳＮＳ等、様々な
ツールによる広報

・推薦図書リスト等
による図書情報の
提供

・学校司書、読書ボ
ランティアを対象
にした研修の実施

・子どもの意見を反
映した企画の実施

・レファレンス協同
データベースを活
用した事例や図書
情報の公開

・ボーンデジタル資
料など、保存や提
供に向けた検討

・しまねデジタル百
科でのコンテンツ
の充実

 


